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■ 本レポートの対象範囲
対象組織
株式会社朝日工業社単体を基本とし、内部統制やコンプライアンスなどに関しては
グループ全体を対象としています。また、業績は連結の数値を使用しています。
対象期間
2023年度（2023年4月1日～2024年3月31日）を基本とし、必要に応じて2022年度
以前および2024年度以降の活動内容も記載しています。

■ 編集方針
本レポートは、朝日工業社グループの中長期的な企業価値向上と持続可能な社会の
実現に向けた取り組みを、株主や投資家、従業員とそのご家族など、さまざまなステー
クホルダーの皆さまにご理解いただくための「統合報告書」です。編集にあたっては、
価値報告財団（VRF）の｢国際統合報告フレームワーク｣や経済産業省「価値協創ガイダ
ンス」などのガイドラインを参考にしています。

■ 参考としたガイドライン
価値報告財団（VRF） 「国際統合報告フレームワーク」
経済産業省「価値協創ガイダンス」
ISO26000「社会的責任に関する手引」

■ お問い合せ先
株式会社朝日工業社　経営統括グループ 経営企画室
TEL.03-6452-8181
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企 業 理 念

私たちは、エンジニアリング・コンストラクターとして
積極的な事業展開を図る。

私たちは、たえず未来を見つめた技術の開発に取り組み、
時代の変化に俊敏に対応する。

SPIRIT
（精神）

〈会社〉 人間尊重の経営

〈職場〉 働きがいのある職場

〈社員〉 自己研鑽とチャレンジ精神溢れる行動

POLICY
（方針）

私たちは、地球環境と資源を大切にしながら、
空気・水・熱の科学に基づく高度な技術によって、
最適空間を創造し、人類文化の発展に貢献する。

MISSION
（使命）

〉〉 朝日工業社の企業としての社会的使命、事業領域、存在意義を示したものであり、企業理念体系の根幹です

私たちの社会的使命

地球環境の保全
資源の有効活用

私たちの事業領域

「空気」「水」「熱」の科学に基づく
高度な技術による最適環境の創造

私たちの存在意義

人類文化の成長と発展への貢献

〉〉 MISSION（使命）に基づいた朝日工業社の事業に取り組む基本姿勢＝経営精神を示したものです

〉〉 MISSION（使命）、SPIRIT（精神）に基づき、「会社」「職場」「社員」それぞれの在り方を示したものです

〈会社〉の在り方
人こそが最大の財産である

社員一人ひとりの個性、意欲、創意、夢、心を大切にして、
人的資本経営を推進する

朝日工業社グループで働くことに生きがいを感じ、技術で社会に貢献している
というプライドを持つことができる職場づくりに取り組む

社員の一人ひとりが自ら能力を磨き、
未知なるものに向かってチャレンジし、行動する

〈職場〉の在り方
「働きがいのある職場」づくり

〈社員〉の在り方
朝日工業社の社員像

■ 免責事項
本レポートには、朝日工業社グループの過去と現在の事実
だけではなく、発行日時点における計画や見通しなどの将
来予測が含まれています。この将来予測は、記述した時点で
入手できた情報に基づいた仮定ないし判断であり、諸与件
の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が予測と
は異なったものとなる可能性があります。

企業理念の解説

朝日工業社の企業理念は MISSION（使命）、SPIRIT（精神）、POLICY（方針）の３部から構成されています。

朝日工業社グループが目指す姿

お客さまの
潜在ニーズ

未来に向けての社会的なニーズ
（sustainability）

最適な技術で応える
エンジニアリング・コンストラクター


